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ナインシグマのご紹介 

特長と業務内容 

ナインシグマ･ジャパン 

NineSigma Inc.  
（米国） 

NineSigma Europe 
（ベルギー） 

NineSigma Australia 

NineSigma Korea 
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実績、他 

世界700社以上、国内160社以上の顧客 

• 国内研究開発費トップ100社中80社 

• 自動車、エレクトロニクス、ICT、機械、 
材料、製薬、医療機器、食品、インフラ、 
 

世界約4000件、 
国内約800件のマッチング 

• あらゆる技術分野に対応 
（材料、加工技術、デバイス、システム、 
検査・評価技術、…） 

200万人規模の技術者データベース 
＋ 

グローバルネットワーク 
 

＋ 
50人（国内）の目利きチーム 

 
＝ 
 

大手企業のニーズと世界中の技術やアイデア
をつなぐお見合い事業者 
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日本におけるオープン・イノベーションの必要性の高まり  

期限内の 
開発余地 

 

① 必要となる技術・アイデアの多様化、 
複雑化、難易度の高度化 

これまでの 
目標 

 
 

目標 
期間内の 

進化 
 
 
 

達成できる 
レベル 

② 許される開発 
期間の短縮 

ギャップ 
（拡大中） 

現在 
すべきこと（？） 

？ 

④ 海外への人材流出による 
技術開発力の低下 

③ 日本に入ってくる優れた 
技術・アイデアの減少・遅れによ
る目標設定力の弱体化 
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優れた目標を定めて、ギャップを埋める上でのポイント  

これまで付き合ったことのない相手の、優れたアイデアやギャップをより大きくうめる
技術・スキルを取り込んで、初めて非連続のイノベーションを起こすことが可能 
 

オープン・イノベーション ≠ 同じ相手との企業連携 
              ≠ 同じ先生との産学連携 

• 「すべきこと」や、「達成できるレベル」の
前提には、自社だけでなく、既存の 
企業パートナーや付き合いのある大学
の先生の技術やスキル、アイデアは 
すでに織り込み済み 

• 同じ相手をいくら 
叩いても、新たな 
優れた目標が見つ
からず、ギャップも 
埋まらない 

• 簡単に見つけられるアイデアや技術では
なかなか優れた目標設定につながらず、
また、技術ギャップも大きく埋まらない。
そもそも、ライバルと似たような目標設定
や開発結果になるリスクも大きい 

• ちょっと外を探すの
ではなく、本気でネ
ットワークを拡大す
ることが重要 

期限内の 
開発余地 

 

従来の 
目標 

 
 

目標 
期間内の 

進化 
 
 
 

達成できる 
レベル 

すべき 
こと 
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日本企業の国際競争力維持・強化における 
オープンイノベーションの役立ち方 
①WHATを見出すためのオープンイノベーション 

海外企業のCTO 
「オープンイノベーションは 
主にHOWを実現する手段」 

多くの日本企業のCTO 
「HOWの前に、何をすべきかをもっと明確に 
すべき。WHATを見出すためにもオープン 
イノベーションを役立てられないか？」 

期限内の 
開発余地 

 

① 必要となる技術・アイデアの多様化、 
複雑化、難易度の高度化 

これまでの 
目標 

 
 

目標 
期間内の 

進化 
 
 
 

達成できる 
レベル 

② 許される開発 
期間の短縮 

ギャップ 
（拡大中） 

現在 
すべきこと（？） 

？ 

？ 

④ 海外への人材流出による
技術開発力の低下 

③ 日本に入ってくる優れた技術
・アイデアの減少・遅れによる
目標設定力の弱体化 
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WHATを見出すためのオープンイノベーション 
具体的な活動例と日本企業にとってのチャレンジ 

 クラウドソーシング（イノベーションコンテスト、ハッカソンなど） 
• 市場と顧客のニーズに見合った商品開発のアイデアを 

創ってもらう形で発掘。同時に優秀な人材を囲い込み 
 

 クラウドシェーピング 
• 異なるバックグラウンドを持つ専門家や一般の人々に、 

商品開発に関して議論してもらい、多面的な視点から 
有意義な意見を得る 

 
 技術スカウティング 

• スカウト専門の部署に優秀な研究者を配置し、外部の 
優れた技術や技術に関わるアイデアを発掘 

 
 技術マーケティング 

• 潜在顧客に対し、製品・サービス・事業の仮説を伝え、ニー
ズを引き出す 
 

低い 
人材流動性 

マーケティング
人材不足 

言葉の壁 

言葉の壁 

言葉の壁 

マーケティング
人材不足 

マーケティング
人材不足 
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グローバル企業による有望人材の囲い込み 

事例： GEフライトクエスト 

• アラスカ航空の航空機に関するビッグデータ（出発・到着・離陸時間など）を世界中のデータサイエンティストに
公開し、航空機をオンタイムで着陸、ゲートに到着させることが出来るアルゴリズムを求めた賞金50万ドルの 
イノベーションチャレンジ 

「 当初はマーケティング的位置づけで 
実施した」 

「 何百人ものデータサイエンティストが 
参加し、アルゴリズムの開発を競ったこ
とは、驚くべきことであった」 

「 またその成果も大きく、航空機の 
オンタイムの到着を12%も改善すること
が出来た」 

「 同時に、GEにはデータサイエンティスト
が大きく不足している中、世界中の 
有能なデータサイエンティストを特定で
きたことも大きかった」 

資料：GEプレスリリース、GESoftware マギーCMO、グローバル・オープンイノベーション・フォーラム講演（2014年4月） 

• マーケティン部門の力が強くない日本企業が、このような活動を取り込み始めるまでに
は時間がかかると思われる。  

• 一方、その間に、世界規模で有能な人材が海外企業に取り込まれるリスクも高い 
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日本企業の国際競争力維持・強化における 
オープンイノベーションの役立ち方 
②優れた海外技術・スキルの取り込み 

• 欧米大学へのトップ学生の集中 
• 技術人材の海外流出 

（東大生、NICT、助教授、．．．） 
• 海外の政府系機関による海外

からの技術導入支援 

① 必要となる技術・アイデアの多様化、 
複雑化、難易度の高度化 

これまでの 
目標 

 
 

達成できる 
レベル 

② 許される開発 
期間の短縮 

ギャップ 
（拡大中） 

現在 
すべきこと（？） 

？ 

？ 

④ 海外への人材流出による
技術開発力の低下 

③ 日本に入ってくる優れた技術
・アイデアの減少・遅れによる
目標設定力の弱体化 

目標期間内 
の進化 

 

達成できる 
レベル 

• 競争力を維持・強化する上では、相対的に弱くなっている
国内人材への研究助成や、国内組織間のオープンイノ
ベーションだけでは不十分 

• 海外の優れた技術やスキルの国内への取り込みの強化 
によって初めてバランスがとれる（維持が可能） 

• 国内研究助成 
• 国内組織間のオープン

イノベーション 
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日本の技術力の現状 

14 

86 

 
主要国研究者割合 

日本 

8割近くのプロジェクトにおいて、面倒くささ

を勘案しても、あえて海外の協業先を選ん
でいる 

21 

79 

ナインシグマの 
技術募集の有望解決策の出身国 

日本 

主要国（米国・EU・日本･中国･インド・韓国）
における日本の研究者の割合は14%に過
ぎない 

国際競争力強化の視点では、世界の14～20％程度でしかない、国内の技術のみで連携を
図るよりも、海外の技術も積極的に取り込むほうが効果が高い 



Copyright (c) 2015 NineSigma Japan, Inc. All Rights Reserved 

海外からの「知」を取り込む上での日本企業の優位性 

9 

日本企業における 
海外の技術・スキル導入の優位性： 

社名開示した技術募集における提案件数 
（ナインシグマ 2012年、日本n=13、海外n=12） 

現時点でも、日本企業との協業を希望する研究者は多い 
 

「日本企業は自分の技術の強みをちゃんと理解してくれる」 

24.8 
12.9 

日本 海外 
第一三共、アステラス製薬東レ、旭化
成、 
サントリー、カルビーなど 

Merck、E.On、Sealed Air 
Johnson Controls、 Philips、
HallMark、など 
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国内企業による海外技術導入に 
よる技術力強化事例 

課題: 
• 自社の高スペックのDNAチップのパフォーマンスを

有効に活用する事業用途として、癌などの診断ツー
ル事業を検討 

• DNAチップに使う、μRNAベースのバイオマーカー

を開発してくれる組織を必要としていたが、協力して
くれる組織をなかなか特定できなかった 

結果: 
• RNAベースのバイオマーカーの特許を保有する組織は世界に
数百しかないにもかかわらず20件弱の提案を収集 

• 特許の取得件数で世界トップ10に入る2つの組織からも提
案があり、その1つとの共同開発に移行 

依頼主： 東レ 
解決者： 世界トップレベルのμRNAベース 
 のバイオマーカーの開発組織 

資料：日刊工業新聞2012年4月27日P.20  
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優れた海外技術・スキルの取り込むオープンイノベーション 
具体的な活動例と日本企業にとってのチャレンジ 

 海外大学との包括連携 
  
 

 
 海外の専門家のリクルーティング 

 
  

 
 政府系機関による世界規模での公募 

 
 

 
 仲介事業者の活用 

  
 

相場に合わない
人事・給与制度 

言葉の壁 

制度の壁？ 

言葉・地理的な
壁 

言葉・地理的な
壁 

協業のコスト 

言葉・地理的な
壁 

協業のコスト 
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国内600件のプロジェクトを通して見えてきた 
オープン・イノベーションの成功の最大の鍵とジレンマ 

技術導入の目的 

• 予算がしっかりつく 
（キャッシュアウトの活動） 

• 優先して取り組める 
 （担当者、法務・知財） 
• 注目されているため頑張る 

成功率 

相関なし 

相関なし 

あまり相関なし 

強い相関あり 

導入したい技術
の種類・領域 

導入したい技術
の難易度 

実施するテーマの 
重要性･優先度 
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インパクトが大きく優先度が高いテーマでの 
オープン・イノベーションの実践におけるジレンマ 

重要なテーマ
で実践しないと
成功しない 

成功体験が 
無いため重要
な活用方法が
生まれない 

成功体験がで
きる 

優先度の高い
重要な活用方
法を思いつく 

シ
フ
ト
を
図
る
上
で
は

風
土
が
最
重
要 
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オープン･イノベーションにおいて国に期待する役割 

風土の築く効果的手段 
 
 

1. Reward 
（インセンティブ） 
 
 
 
 
 
 
 

2. マネジメントが 
行動を変えること 

国に期待する役割 
 
 
• オープンイノベーションを
実践する企業に対するイ
ンセンティブ（研究開発税
制など） 

• オープンイノベーションを
実践する企業のアピール
支援 

 
 
• 国プロなどにおける、問い
かけ方の行動変革 

風土 

ツール ﾌﾟﾛｾｽ 

• 風土無くしてツール
やプロセスは機能し
ない 
 

• 風土の築くうえで最
も効果的なのが 
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オープン･イノベーションにおいて国に期待する役割 
１．Reward（インセンティブ） 

• 本年度より、オープンイノベーション型の特別試験研究
費にかかる控除制度がスタート 

• 有効な手段と考える 

• 規模は非常に小さいが、
海外研究者を日本に 
受け入れる支援活動も
行われている 
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オープン･イノベーションにおいて国に期待する役割 
１．Reward（インセンティブ）  
①WHATを見出すためのオープンイノベーションの支援 

提案：      
 
i. WHATを見出すためのオープンイノベー

ション活動である、 
• クラウドソーシング 
（イノベーションコンテストやハッカソン） 

• クラウドシェーピング 
• 技術スカウティング 
• 技術マーケティング 
などにおいても、オープンイノベーション型
の控除を設けられないか？ 
 

理由：     
 
1. WHATを見出す活動は、日本企

業において、喫緊のニーズの高い
活動である 

2. しかし、人材不足や言葉の壁など
があり、日本企業にとっては、欧
米企業と比べ、コストのかかる、敷
居の高い活動になっている 
 
 



Copyright (c) 2015 NineSigma Japan, Inc. All Rights Reserved 17 

オープン･イノベーションにおいて国に期待する役割 
１．Reward（インセンティブ）  
②優れた海外技術・スキルの取り込み 
提案：      
 
ii. 海外組織とのオープンイノベーションに対

し、通常より大きな金銭的インセンティブを
与えられないか？ 
 
 
 
 
 

iii. NEDOのテーマ公募型研究開発事業など

において、独自性・優位性と同じレベル
で、海外組織が行っている優れた研究開
発を国内に取り込む共同研究を評価して
採用できないか 

 

理由：     
 
• 海外組織とのオープンイノベー

ションは、業務を英語で行い、 
世界中に研究開発拠点を持つ欧
米企業と比べて国内企業にとって
の相対的な負担が大きく、 
躊躇しがちになるため 
 
 

• 海外で行われている方法でも、 
優位性があれば、国内に取り込み
改良できれば国としてメリットがあ
るため 
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オープン･イノベーションにおいて国に期待する役割 
２．マネジメント行動の変革  
②優れた海外技術・スキルの取り込み 

提案：      
 
iv. NEDOのテーマ公募型研究開発事業など

の審査の段階において、 
「当該研究に役立つ知見を持った海外の
専門家は誰か」 
などのといった問いかけを毎回必ず行うと
ともに、あらかじめ募集要項にも、そのよ
うな質問を記載しておく。 
また、そのような海外のリーディング研究
者と組んだ研究提案も、単独での提案と
同様に評価することも記載する 
 
 
 
 
 

 

理由：     
 
1. そのような質問が必ずされること

によって、国内外の類似技術、関
連技術に対し、より注意を払うよう
になるため 

2. 単独での提案と同様に評価される
ことによって、より効果、関連性、
妥当性の高い研究が国内で行わ
れる可能性があるため 
※日本人単独での研究が世界トッ
プである確率はせいぜい14~20%
のため 
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参考資料 
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海外の学生からみた日本の大学の競争力 
（東京大学在籍アジア留学生アンケート n=15) 

対象者 
 
国籍： 
ﾊﾟｷﾝｽﾀﾝ3 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ3 
中国2 
イラン 
インド 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 
ネパール 
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 
ベトナム 
ラオス 
 
学年： 
M1~D3 

母国の同級生の留学先としては米国
が、教育・研究の質と卒業後の就職
環境が理由で圧倒的人気 

日本以外の国も留学先として検討 
した留学生の過半数が、第一希望は
日本以外 

11 
他国も

検討 6 
他国 

5 
日本 

4 
日本

のみ 

留学先候補 第一希望国 

米国4 
英国2 
ドイツ 
カナダ 
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1 

1 

1 

1 

2 

10 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ 

英国 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

日本 

豪州 

米国 

人気留学先 

1 

1 

2 

3 

8 

言語 

移住 

費用支援 

就職環境 

教育・研究

の質 

理由 

資料：JobUniを活用した東京大学の留学生アンケート調査（2013年11月） 

本 人 母 国 

アジアにおいても日本の大学の評価は必ずしも高くなく、短期的に優れた能力を
持った海外の学生の能力を多く取り込むことは困難 
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: Self-contained generation systems (for settings from 
individual homes to small communities, including next generation cookstoves for 
the developing world, MicroGrid solutions, and other solutions for the developing 
world)

: New business models or financial strategies that promote creation of or 
access to innovative systems or technology 

 to inform, align and encourage best energy practices by consumers, 
utilities, and policy makers 

Programs, tools and networks to enable adoption and use 

Please note that parenthetical examples of technologies and solutions provided in the 
categories above are not intended to be exclusive. 

Responses from companies (small to large), entrepreneurs, inventors, social 
enterprises, non-profit organizations (with strong program implementation capacity), 
research institutions (with viable “spin-out” technology and venture capitalists (on behalf 
of their portfolio companies) are welcome to apply.  Applicants in all categories should 
be poised to pilot-test, “go to market” and/or scale up their innovations.  A principal from 
your organization must be available to attend the LAUNCH: Energy Forum at the 
Kennedy Space Center in Florida from November 10 - 13, 2011. 

LAUNCH will assess innovations using the following 

1.  Applicant’s proposal should demonstrate how the innovation will affect 
the maximum population for the least resources, with the scale-up goal in the 
“millions of people reached/affected” range 

2.  LAUNCH is most interested in reviewing proposals in which scale up 
and impact can be realized within 1–3 years (any time required for regulatory, 
patent, or other approvals is not included).  

3.  Low-cost, especially for developing markets.
4.  Requires an efficient use of resources to implement 

and maintain. Resources required must be obtainable in the region of interest.  
5.  Economically viable and replicable. 
6.  Innovation submissions should clearly demonstrate the 

potential to positively impact one or more of the following outcomes at a large 
scale:  

 Energy efficiency 
 Broader access to energy (at the regional, community, or household 

level)
 The reduction of greenhouse gas emissions 
 Increased reliability of power 
 Reduced unit cost of energy  
 Reduced toll on human health associated with energy use 

The goal of the LAUNCH: Energy Challenge is to identify 10 “game changing” 
innovations that have the potential to transform current energy systems, and help 
support a more sustainable future.  This Challenge seeks to identify entrepreneurial 
efforts focused on the development of innovative products, services, and programs that 
can benefit from an association with influential government and business leaders to 
accelerate their deployment and adoption in both the developed and developing worlds.  

LAUNCH was formed to address large, sustainability-related challenges that no single 
government or commercial entity can solve alone. LAUNCH searches for, showcases 
and supports transformative innovations and connects the 10 LAUNCH: Energy 
Challenge finalists to a collaborative and engaged group of thought leaders and experts. 
 Most importantly, finalists have the unique opportunity to accelerate their innovations for 
greater impact and scale by leveraging the advice, networks, and resources of this 
esteemed group and the global stage LAUNCH provides. 

http://launch.org/challenge/energy

With increasing global population growth and increasing energy demand, the world 
needs more energy.  Energy systems in the developed world are designed to deliver 
cheap, reliable and accessible energy, but fulfilling increasing demand through current 
practices risks serious environmental sustainability consequences over the long term.  In 
the developing world, over 1.4 billion people lack access to electricity and nearly 3 billion 
individuals rely on traditional solid fuels, especially biomass, for heating and cooking, 
while the combustion of these fuels leads to nearly 2 million deaths each year. 

Can we leverage renewable and distributed sources of energy that utilize small, local 
and intelligent technology to generate and store energy?  Can we provide equitable and 
affordable access to energy resources across the developed and developing worlds?  

 invites proposals for innovative 
have the potential to 

provide energy at a household, community, commercial, or industrial levels. These 
Distributed Generation and MicroGrid systems and/or stand-alone technologies should 
have the potential to transform energy generation and delivery but 

.   

: Renewable energy sources and technologies 
: Innovative methods and processes to collect 

and store energy  
: Self-sufficient industrial facilities and/or hubs (such as 

energy management systems and self-powered wireless sensors) 
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米国政府系機関による海外技術の取り込み例 

Innovative Energy Technologies and Deployment 
Models for Sustainable Development

Alfred T. Malouf, Ph.D. 
NineSigma, Inc. 
malouf@ninesigma.com
(216) 295-7859 

NASA, USAID, The Department of State, and NIKE joined together to form LAUNCH in an effort to 
identify, showcase and support innovative approaches to global sustainability challenges.  LAUNCH 
searches for visionaries whose world-class ideas, technologies or programs show great promise for making 
tangible impacts on society in the developed and/or developing worlds. A portfolio of up to 10 innovations
will be selected for support, networking and mentoring from influential business and government 
leaders.

• NASA、USAID、米国エネルギー省等のコンソ
ーシアムが、途上国で利用可能な 
  「革新的なエネルギー技術」 
  「廃棄物処理技術」 
の募集を実施 

• それぞれ、数百件の応募の中から10件の優
れた提案を選定 

• 選定された技術は、米国だけでなく、英国、
日本、スペイン、インド、ケニヤ、エルサルバド
ル等のもの 

• 技術は、実質的には、米国内に蓄積される
ことになる 
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日本企業におけるオープンイノベーションの 
Reward（インセンティブ）の重要性 

• 雇用の柔軟性が低く、新規領域の技術開発投資を行うために優先度の下がった領域の
研究者を解雇しキャッシュの余裕を作ることが極めて難しいことが、日本企業のオープン・
イノベーションの推進の足かせとなっている 

• 海外技術をもとにした追加開発･海外の技術導入において国からの支援があれば、オー
プン・イノベーションの推進を大きく加速化させることができる 
 

主力事業 新規領域 撤退領域 

外部技術 
数千万円～億円/件 

浮いたキャッシュで 
外部技術を取り込み 

主力事業 新規領域 撤退領域 

外部技術 
人材は固定費と
して抱え続ける 

 
 
数千万円～
億円/件 
 

導入コストは 
純粋なキャッシュアウト 

海外企業    日本企業    

そこまでのオープン・イノベー
ション活動を行うための予算
はどう確保しているのか？ 

？？？ 
必要な活動に投資をしている
だけ。質問の意味が解らない 
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オープン･イノベーションにおいて国に期待しない役割 

14 

86 

主要国研究者割合 

 国内だけのネットワークでは、成功率や
国際競争力強化の視点では不十分 

21 

79 

ナインシグマの技術募集

の有望解決策の出身国 

 高度、かつ専門的なマネジメント力が求
められる 

日本 日本 

オープンイノベーションの相手を見つける上で
求められるネットワーク（再掲）   

オープンイノベーションの相手を見つける上で
求められるスキル   

• メール・電話・ウェブ等多面的な働きかけの設
計、質問への柔軟な対応力が求められる 

ニーズの 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

• ニーズをわかりやすく魅力的に伝えるだけでな
く、ニーズに応える技術を持ちうる組織・技術者
像の仮説を持ったうえでそこに伝えるコミュニ
ケーションを考える 

• 100%の要件を満たす技術が無い・すべてのニー

ズを開示できない前提で、段階的にどこまでニー
ズを開示するか、不足する要件はどのように高め
ていくか、その実現性をどう評価するか、といった
多面的な考慮・スキル・経験・バランスを考える 

技術提･情
報の収集 

マッチング・
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

• 選定・評価のスキルだけでなく、情報や提案の提
供者への進捗のフォローアップや、不採用の場
合の納得感のあるコミュニケーションなど、柔軟
性や相手の立場に立った対応力 

 ネットワークの広さとマネジメント力が成功の鍵であり、国がオープンイノベーションの相手を
見つける活動を直接運営するのは難しい 
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